













Consumer Behavior： Why Use Play Concept? 

























































1994, 1956, p.349；ルーメルハート, 1979, pp.211-212）、そして一組のビットを他の




 既述したように、2009 年度時点で約7 ゼタビット（=7.61E+21 ビット）の情報量
が世の中で流れている。それを個人1人で全ての情報を処理するならば、どれくらい
の時間が掛かるかというと、前述の計算で 1 年間では約 265 万ビットとするならば、
70 年の生涯とするならば、一生では1,855 億ビットの情報処理ができる。2009 年度
時点での約7ゼタビットの情報量にはるかに及ばない。一生掛かっても情報処理でき

















































































の指摘している遊びは下記の 6 つの活動と関係している（J. Huizinga, 1955, 
pp.28-45；R. Caillois, 1958, pp.42-42）。これらの活動を消費者行動に類比させながら
説明してみる。 
① 自由な活動 購入、非購入の自由 
② 隔離された活動 買い物空間と時間範囲の限定 
③ 未確定の活動 購入が良かったかどうかは前もってはわからない 
④ 非生産的活動 消費者行動は経済的な活動 
⑤ 固有の規則のある活動 単純でなければならない、分かりやすくしなければなら
ない 
⑥ 虚構の活動 消費者としての行動 
 





















































































































































 ① 行列 
 ② オタク化 











































































































































































































































































































 (2) 刺激にたいするニューロンの反応時間という視点に立つと、人間の脳は 10－6～10－2秒近辺、
一方、真空管やトランジスタでは 10－6～10－7秒であろうと、フォン・ノイマンは指摘している
（F. ノイマン, 2011, P.80）。現在の集積回路（IC）、大規模集積回路（LSI）、あるいは超大規模
集積回路（VLSI）では、トランジスタの10万倍もの速度を速めている。機械的な情報処理だけ
で比較するならば、コンピュータの方がはるかに人間よりも素早く対処できる。 
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